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研究成果の概要（和文）：ドイツ語圏における学力向上政策による教育改革を、教育スタンダー

ドとそれに伴うスタンダードテストの導入に着目し、検討した。特に、ドイツ・スイス・オー

ストリアの教育スタンダードとスタンダードテスト導入および教育実践の比較検討を行うこと

で、同一言語地域内に見られる共通した政策動向とその文化背景および相違性を詳細に検討し

た。 

 
研究成果の概要（英文）：This is a comparative study on the educational policies to the 

academic achievement in German-speaking area, especially on the implementation of the 

educational standards and standards-test in German, Austria and Switzerland. The most 

important point of this study was to show the similarities and the differences in the 

educational standards and standards-tests among these three countries after the 

cultural/theoretical/practical backgrounds. 
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１．研究開始当初の背景 

 

（１）研究代表者の研究背景 

 

 研究代表者はこれまで、1920 年代のオー
ストリアの学校改革を中心に研究を重ねて
きた。その成果は、単著『戦間期オーストリ
アの学校改革』（東信堂、2010 年）として発
表した。この研究は教育史研究として、また
研究代表者の専門である教育方法学として
は教育実践史研究と位置づけられるもので
ある。 

 この研究を踏まえて、本研究においては現
代に軸足を移し、またオーストリアを越えて、
ドイツ・オーストリア・スイスというドイツ
語圏に対象地域も拡大し、現在のドイツ語圏
における教育改革を、とりわけ教育実践に関
わる領域に焦点をあてて、検討することにし
たい。 

 

（２）本研究の背景 

 

ドイツやオーストリアでは、OECD による
PISA の結果が、加盟国の平均を下回り、子
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どもたちの学力低下が問題となっている。こ
のいわゆるドイツ語圏の「PISA ショック」
に関してはすでに日本でも紹介がなされて
きた。 

ただし、これまでの日本の研究では、ドイ
ツの PISA ショックの現状分析とそれを受け
ての現在の動向を紹介するにとどまってい
た。先行研究にある通り、ドイツ語圏では教
育スタンダードや全国学力テストの導入な
どが急速に進められている現状の一方で、こ
のような動向に対する批判も高まりをみせ
ているが、これについて言及する研究は少な
いように思われた。 

 

 

２．研究の目的 

 

 そこで、本研究では、ドイツだけではなく、
同一言語地域であるオーストリア・スイスの
動向を含めて明らかにすること、および同地
域での類似する動向の背景を明らかにする
こと、ならびにこれによって同地域の学力観
の転換やそれに対する批判の論考などを検
討することを目的とした。 

 

 

３．研究の方法 

 

 本研究では、（１）理論・歴史研究と（２）
実証研究をその方法とした。 
 
（１）理論・歴史研究 
ドイツ語圏では、これまでの教育文化の伝統、
すなわち、教育の過程を重視するインプット
の教育から、PISA 以降はアウトプット重視の
教育へと転換した。この転換を、筆者がこれ
まで研究してきた 1920 年代の教育改革を踏
まえつつ、歴史的に位置づける。同時に、こ
の転換の理論的背景、すなわち、能力観ある
いは学力観の歴史的・理論的検討を行う。 
 
（２）実証研究 
 実証研究では、ドイツ・スイス・オースト
リアの教育スタンダードを中心とする学力
向上政策の共通性と相違性を明らかにする。
また、同地域にこれまで見られなかった「テ
スト文化」の移入という現象に着目し、テス
トによって、教育実践の変容を描きだす。そ
れによって、同地域の学力観や教育実践の転
換の実態を詳細に検討することができる。 
そのために、毎年、海外調査を必要とする。

研究代表者は、これまでの研究のために、オ
ーストリアのウィーン大学への留学および
現地調査をほぼ毎年行ってきた。ウィーンに
は大学関係者（ウィーン大学、ウィーン教育
大学）、教育委員会、学校（フォルクスシュ
ーレ・ハウプトシューレなど）等の関係者と

すでに研究のネットワークを構築している。
本研究における海外調査も、このウィーンの
ネットワークを中心に展開する。 
 
 
４．研究成果 
本研究で明らかになった点は、大きく四点

にまとめられる。 
 
（１）テスト文化の浸透・拡大 
 
第一に、ドイツ語圏では PISA ショック以

降ある学年の複数の教科で教育スタンダー
ドを設定し、またその達成度を測定するため
のスタンダードテストを実施するという共
通の政策を取っている。また、このスタンダ
ードテストに向けて、子どもたちがどの程度
スタンダードに到達しているかの経過を見
るテスト（名称は国によって異なる）も行わ
れている。 
このような傾向を、本研究では特にオース

トリアの事例に見出した。スタンダードテス
ト（第４学年、第８学年）に加え、その一年
前に行われるテスト（インフォーマルな能力
測定のための診断道具：略称 IKM）がある(第
３学年、第７学年)。これはさらに、第６学
年も対象に行われる予定である。 
さらに、教育スタンダードは、ドイツ語・

数学・英語に加え、自然科学や他の教科でも
設定しようとする拡大する傾向を認めるこ
とができる。この傾向と上述のテストの対象
学年の拡がりおよび回数から、オーストリア
には、また同様の傾向が見られるドイツ語圏
において、急速に「テスト文化」が浸透して
いるとみなすことができる。 
 
（２）教育パラダイムの転換 
 
第二に、教育スタンダードによるアウトプ

ットを重視する教育改革は、ドイツ語圏の教
育の歴史においてパラダイムの転換を意味
しているということを、理論的あるいは実証
的に検討したことである。 
教育スタンダードの導入が、ドイツ語圏に

とって、教育パラダイムの転換だと主張した
のは、エルカースである。これまでの教師中
心、プロセス重視の教育から、教育の目標を
明確にし、アウトプットを重視する教育へと
転換するものが、教育スタンダードであると
いうのである。このパラダイムの転換は、第
一の点で明らかにしたように、スタンダード
テストの義務化によって、教育現場に影響を
与えている。 
本研究では、第一の点で教育政策の動向を

明らかにすることにつとめたが、第二の点に
おいては、教育現場で働く教員へのインタビ
ューを通して、実際に教育スタンダードに基



 

 

づく教育実践に従事するものとしての影響
を明らかにした。インタビューでは、教員が
戸惑いながらも教育スタンダードを導入し
ようとしている様子、テスト文化がない地域
において教員がそれへの対応を模索しなが
ら子どもたちに対応しようとしている点、教
育スタンダードに対応した教材が開発中で
あることを好意的に捉えていることなどが
明らかになった。 
教育スタンダードの導入は、ドイツ語圏の

歴史的な教育の問題である分岐型の教育制
度の見直しにまで及ぶ影響も見られる。それ
がオーストリアの中等教育制度の改革であ
る。「新しい中等学校」（NMS）への取り組み
は、PISA 調査で振るわなかったハウプトシュ
ーレ（職業トラックへの前期中等教育学校）
を廃止し、単線型の教育制度を実現させよう
とする取り組みである。NMS のカリキュラム
は、進学トラックの学校に相当するギムナジ
ウム（AHS）のものを使用し、学習形態とし
ては AHSの教員とのティーム・ティーチング、
グループ学習や探究的な学習を積極的に取
り入れるとされている。学校制度の改革にと
どまらず、新しい学校のあり方を追求しよう
とするのがこの NMS の改革だと言える。 
研究代表者による NMSの教員インタビュー

においても、また NMS の保護者満足度調査に
おいても、NMS の改革は非常に肯定的に受け
止められている一方、メディアでは NMS 改編
に伴う莫大な教育予算とその効果をめぐっ
ての疑義が出されている。 
他のドイツ語圏を見てみると、ドイツでは

すでに単線型と複線型の教育制度が各州に
よって取り入れられている現状であるが、単
線型を取り入れている州のほうが、旧来から
の複線型よりも学力が振るわない現状があ
る。問題は、教育制度にあるのではなく、子
どもたちの抱える社会背景によるものであ
るという指摘がある。 
また、スイスでも教育制度に取り組んでい

るが、その着眼点は、初等教育段階にある。
すなわち、スイスでは、初等教育の開始学年
を二年下げるという義務教育年限を延長す
る改革に取り組んでいる。 
 
（３）教育スタンダードの理論的背景 
 
第三に、このような動きを支えている理論

的背景には、心理学者 Frannz.E.Weinert の
定義したコンピテンシー概念が大きな影響
を及ぼしていることを本研究では明らかに
した。Weinert は、「ある問題を解決するため
の個人に接続可能あるいは個人によって学
習可能な認知的能力と技術であり、同様に、
それによってさまざまな状況において問題
解決をうまく行い、責任をもって使うことが
できるために結び付けられた動機、意思、社

会的な準備性や能力のことである」とコンピ
テンシー概念を定めた。このコンピテンシー
は、現在、ドイツ語圏の教育関連の文献には
ほとんど引用されているほど影響力を持つ。
その要因は、問題解決や学習動機、学習スキ
ルを導き出すことができるような学校教育
に親和性があるものであったからだとされ
ている。この概念を共通の理論的背景として、
ドイツ語圏では、教育スタンダードが一斉に
導入された。 
ただし、本研究では、上述のような共通の

理論的背景を探究するだけでなく、それぞれ
の国の教育スタンダードの基準、機能、スタ
ンダードテストにおける相違点を精査する
ことによって、共通した理論的背景、類似性
の高い改革の動向（教育スタンダードやスタ
ンダードテストの導入）のなかに、国ごとの
教育政策のスタンスの相違性も、今後注視す
べき教育改革の各国の対応が予測できる要
因が含まれていた。 
 
（４）批判的論考の登場 
 
 本研究では、教育スタンダード導入をめぐ
るドイツ語圏の教育政策を調査・検討するだ
けでなく、これらの動向に対する批判的な論
考にも注目することを試みた。 
 批判的論考の中心は、教育スタンダードを
PISA とボローニャ・プロセスにつながる一連
の市場主義的教育改革あるいは教育の平準
化とみなし、それは教育あるいは陶冶と訳さ
れるドイツ語独特の「BILDUNG」を損なうも
のだとすることにある。 
 しかしながら、本研究では、義務教育段階
を主な対象とする教育スタンダードの導入
が、すぐに教育の市場化や平準化につながる
ものではないとした。 
 批判的な論考は、近年、教育哲学者たちを
中心とする学会が結成されるなどの動きを
見せているが、まだ十分に議論がなされてい
るとは思えない。 
 批判的論考に関しては、今後の改革の動向
を踏まえながら、さらに検討しなければなら
ない。 
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